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       第３編 活き活きと子どもが育ち、学びが豊かな心を育むまち 

       第２章 未来をひらく子どもを育てる教育 / 第１節 

⽣きる⼒を育む学校教育 

 

 

 
 

 

「確かな学⼒」、「豊かな⼈間性や社会性」、「健康や体⼒」を育むとともに、それらを⽀える「⾷」に関
する教育が推進され、⼦どもたちが意欲を持って学び活き活きと成⻑しています。 

 
 

現状・課題    データ   

� 基本的な学習の定着が十分でなく、学力の定

着度に差があることが課題になっています。 

� 市は、児童・生徒の発達段階に応じたきめ細

やかな指導ができるよう、義務教育９年間を

見通した小中一貫教育をすすめています。 

� 子どもたちが豊かな人間性や社会性を身に付

けていくためには、基本的な倫理観や社会貢

献の精神、美しいものや自然に感動する感性

を育むことが重要です。 

� 外国人児童・生徒の中には、日本語が分から

ないため授業の理解やコミュニケーションが

十分にできないケースもあります。 

� 特別支援教育に関する理解がすすみ、保護者

のニーズも高まっています。また、特別支援

学級は市内に 136 学級設置されているもの

の、地域的な偏りがあり、適正な配置が求め

られています。 

� 子どもたちの誰もが意欲を持って学べるよ

う、子どもたち一人ひとりに応じた指導や継

続的な対応が求められています。 

� 市は、食生活を通した心身の健全な発育をは

かるため、平成 21年度から中学校給食を実施

しています。 

  ■■■■小･中学校の児童･生徒数と特別支援学級の児童･生徒数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  関連する個別計画・条例 

  教育振興基本計画、食育推進計画、 

小中一貫教育に関する基本方針、 

第二次特別支援教育推進計画 など 
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施策の展開（課題解決に向けて必要なこと）  

１ 学ぶ意欲と確かな学⼒を育む教育 

� 基本的な学習内容の定着や自ら考え判断し行動できる教育を推進します。 

� 義務教育９年間を見通した小中一貫教育について、これまでの取組の成果などを検証し引き続き推進

していきます。 

� 子どもたちが自ら運動に親しみ、活き活きと生活できるよう、心身ともにたくましい身体を育む教育

を推進します。 
２ 豊かな⼈間性・社会性を育む教育 
� 働くことの大切さの理解などを通して、児童・生徒一人ひとりが、社会の一員として自立できるよう

な教育を推進します。 

� 学校・家庭・地域が連携し、体験的な学習などを通じて基本的な社会のルールを身につけ、他人を思

いやる心を育む教育を推進します。 

� 八王子に愛着を持てるよう、自分の住んでいる地域の歴史・伝統・文化を学ぶ機会を充実します。 

� 家庭と連携し規則正しい栄養バランスのとれた食習慣を身に付けさせるとともに、生産者への感謝の

気持ちや、食べ物を大切にする心を育みます。 

３ ⼀⼈ひとりのニーズに応じた教育 
� 児童・生徒一人ひとりの発達や学びの状況を把握し、必要に応じた個別の対応に努めます。 

� 転入学などの際に必要な情報が適切に引き継がれ、一人ひとりに合った教育に活かされるよう努めま

す。 

� 不登校や心の問題など学校だけでは対応が困難な課題を解決していくため、関係機関が連携し専門的

な相談体制を充実します。 

� 不登校児童・生徒などへの対策として、高尾山学園や適応指導教室など、関係機関が連携し児童・生

徒への登校支援を充実します。 

４ 特別⽀援教育の充実 
� 特別な支援が必要な児童・生徒に対し、行政機関と学校が連携して子どもの発達に応じた適切な教育

を推進します。また、特別支援学級の適正な配置をすすめます。 

� 特別支援教育に関し、地域の人たちへの理解の促進をはかるとともに、教員の専門性の向上のための

研修を充実します。 

� 障害の状況に応じた就学や指導を充実させます。また、特別支援学級と通常学級との交流をすすめま

す。 

 
 
 

⾏政の役割 市⺠への期待 

◇子どもの自主性を高める学校教育の推進 

◇子どもの人間性・社会性を高める教育の推進 

◇児童・生徒一人ひとりの状況に応じた教育の推進 

◇特別支援学級の適正な配置と特別支援教育の充実 

◇あいさつや手伝いなどを通して子どもの社会性を育

む 

◇子どもの生活リズムを整える 

◇子どもが望ましい食生活を送れるよう努める 

 

目標設定 
 

施策に対する指標 現状値 

目標値 

平成29年度 平成34年度 

 

楽しく、意欲を持って授業に臨んでいる児童・生徒の割合 

80.7％ 

（平成 22 年度） 

95％以上 

授業の充実度をはかる指標です。常時、大多数の児童・生徒が積極的に授業に取り組んでいることを目標とします。 

不登校児童・生徒数 

471 人/年 

（平成 23 年度） 

400 人/年 340 人/年 

一人ひとりのニーズに応じた教育の充実度をはかる指標です。今後５年ごとに不登校児童・生徒数を約 15％ずつ減少させることを目標とし

ます。 
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       第３編 活き活きと子どもが育ち、学びが豊かな心を育むまち 

       第２章 未来をひらく子どもを育てる教育 / 第２節 

地域とつながる学校づくり 

 

 

 
 

 

学校と地域が⼀体となって地域の⼦どもたちを育んでいます。また、学校づくりにかかわることで、大
⼈たちのつながりが⽣まれ、住⺠が地域づくりの担い⼿として活躍しています。 

 
 

現状・課題    データ   

� 市は、学校安全ボランティアによる子どもの

安全対策や、学校運営協議会を 27校設置する

など保護者・地域住民・学校の連携による地

域ぐるみの子育てをすすめています。 

� 子どもを取り巻く社会環境が複雑化してお

り、教職員や行政の力だけでは困難な面が生

じています。子どもたちの健やかな成長を育

むためには、地域の人々の支えが必要となっ

ています。 

� 地域コミュニティが重要視される中で、学校

には地域力向上のための役割が求められてい

ます。 

� NPO・企業・大学の持つ専門性や人材を子ども

たちの教育に活かしていくことが求められて

います。 

  ■地域運営学校数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  関連する個別計画・条例 

  教育振興基本計画 など 
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施策の展開（課題解決に向けて必要なこと）  

１ 地域の⼒を活かした学校づくり 

� 学校・保護者・地域住民がともに知恵を出し合い、協働しながら子どもたちの成長を支えていく地域

運営学校をすすめます。 

� 地域住民・企業・大学・NPOなどによる学習や体験活動などの協力を得て、地域と連携した教育活動

をすすめていきます。 

� 子どもたちが安心して学ぶため、学校が保護者や地域と連携して子どもたちの見守りを強化します。 

� 学校コーディネーター・学校サポーター・教育支援ボランティアなど、地域と協働して子どもを支え

る担い手を育成します。 

� 外部指導員やボランティアの協力を得て部活動の活性化をはかり、生徒の主体性や協調性を育みます。 

２ 地域の⼒を⾼める学校づくり 
� 学校を核として子どもたちを育てる仕組みを構築し、地域の絆と力を高めます。 

� 地域とともにある学校づくりに向け、校長のリーダーシップのもと地域の特性などを活かした学校づ

くりをすすめます。 

� 総合的な学習の時間などを利用し、世代を超えた交流を促進することで、地域活動を行うきっかけづ

くりを推進します。 

� 地域の課題でもある防災教育などに、地域とともに取り組む学校づくりをすすめます。 

 
 
 
 

⾏政の役割 市⺠への期待 

◇地域と連携した学校運営・教育活動・子どもの見守

りの推進 

◇学校を拠点とした地域の交流機会の充実 

◇子どもたちに声掛けをするなどコミュニケーション

をとる 

◇どのような学校行事があるのか関心を持ち参加する 

◇学校行事をきっかけとして保護者同士が交流する 

 

目標設定 
 

施策に対する指標 現状値 

目標値 

平成29年度 平成34年度 

 

学校を身近に感じている市民の割合 

19.6％ 

（平成 22 年度） 

30％ 40％ 

地域と学校のつながりの度合いをはかる指標です。学校を身近に感じている市民の増加を目指します。 

学校と地域が連携して行う取組の数 

29,481 

回/年 

（平成 23 年度） 

33,500 

回/年 

37,600 

回/年 

学校と地域の連携による教育の充実度・地域力向上の度合いをはかる指標です。各学校での行事や地域活動などの取組数の増加を目指しま

す。 

■■■■学校と地域の連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学校を拠点とした地域づくり 

・地域の活性化 

    

地域地域地域地域とつながるとつながるとつながるとつながる    

学校学校学校学校づくりづくりづくりづくり    

地域 学校 

・地域の参画による学校運営 

・地域の幅広いネットワークによる学校支援 
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学びやすい教育環境づくり 

 

 

 
 

  

児童・⽣徒が良好な学習環境で学んでいます。また、教員の指導環境が向上し、教員が児童・⽣徒⼀⼈
ひとりに向き合い、教育環境が充実しています。 

 
 

現状・課題    データ   

� 学校選択制については、導入後９年が経過し

ており、市では生徒・保護者・地域住民など

の意向の把握に努めています。 

� 少子化や住宅開発などにより、学校によって

は適正な学級数が確保できない状況が生じて

います。 

� 学校施設は安心して学び、生活をする場であ

ると同時に、緊急時の避難場所として十分な

防災機能を備える必要があるため、計画的な

改修が求められています。 

� 教員が様々な校務（校内事務）に携わってい

るため、教材研究や児童・生徒一人ひとりに

向き合うための十分な時間が確保できない状

況にあります。 

� 児童・生徒の効果的な学習や教員の校務の効

率化に向けた ICT 環境の整備が求められてい

ます。 

  ■■■■学校施設耐震補強実施率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※平成 25年度に校舎・体育館の耐震化完了予定です。 

  関連する個別計画・条例 

  教育振興基本計画、 

市立小・中学校の適正配置に関する基本方針、 

市立小・中学校適正配置推進計画 など 
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施策の展開（課題解決に向けて必要なこと）  

１ 豊かな学びに資する教育環境の充実 

� 児童・生徒・保護者・地域住民などの意向を把握し、学校選択制などの教育環境づくりに反映してい

きます。 

� 児童・生徒の望ましい教育環境を充実していくため、「適正配置に関する基本方針」及び「適正配置

推進計画」に基づき学校の適正配置をすすめます。 

� 児童・生徒が安心して学び、生活できる環境を整えるとともに、緊急時の避難場所としての防災機能

を確保するため、学校施設の計画的な改修を行います。 

� 教育指導内容に応じた授業を円滑に行うため、教材教具を充実していきます。 

２ 教育指導環境の整備 
� 教員が児童・生徒の教育に十分な時間を割けるよう、校務を支援し、校務負担の軽減をはかります。 

� 教員が十分な力を発揮できるよう、健康面を含めた相談体制を整備します。 

� 教員が指導力をさらに高め、教育を行えるよう研修を充実するとともに、指導体制を拡充します。 

３ 学校の ICT 化の推進 
� 授業の中で ICTを効果的に活用し、児童・生徒の学力向上につなげます。 

� 校務の ICT化をすすめ、業務の効率化をはかります。 
 
 
 

⾏政の役割 市⺠への期待 

◇学校選択制や学校の適正配置など、児童・生徒の望

ましい教育環境の整備 

◇教員の指導力向上に向けた環境の整備 

◇学校教育・校務での ICT の推進 

 

 

目標設定 
 

施策に対する指標 現状値 

目標値 

平成29年度 平成34年度 

 
子どもたちに対し適切に教育できる環境となっていると感じている

保護者の割合 

76.4％ 

（平成 23 年度） 

80％ 85％ 

教育環境の充実度をはかる指標です。10 年後には５人に４人を超える保護者が学びやすい教育環境となっていると感じていることを目標と

します。 

■■■■学校の ICT 化の推進 
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（全校共通） 

教育 

サーバー 
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ICT 機器を活用した 
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情報教育の充実 
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